






【在宅医療と介護等の連携体制】
【地域医療構想の取組】
【保健医療体制を支える人材の確保・育成】

　地域の保健医療体制を確保するため，平
成 30（2018）年度から平成 35（2023）
年度までの 6年間で，次の分野に重点的
に取り組みます。
【主要な疾病（5疾病）】
がん，脳卒中，心筋 塞等の心血管疾患，
糖尿病，精神疾患
【地域医療の重要な課題（5事業）】
救急医療，災害時における医療，
へき地の医療，周産期医療，小児医療

速やかな搬送と専門的診療の実施
・危険因子の早期発見や生活習慣の改善による
発症予防
・研修等によるプレホスピタルケアの充実
・t-PA 療法など急性期の専門治療を行う拠点病院
と地域の医療機関との連携の推進
病期に応じた一貫したリハビリテーション
・身体機能の早期改善に向けた急性期・回復期
リハビリテーションの体制整備
・再発予防や生活機能の維持・向上のための維持
期・生活期リハビリテーションの体制整備
在宅療養の体制整備
・入院医療機関と在宅医療に係る機関の円滑な連携

がん予防
・たばこ対策の強化，生活習慣改善に向けた普及
啓発，肝炎ウイルス検査の促進
・効果の高い個別の受診勧奨・再勧奨の推進によ
るがん検診受診率の向上
がん診療
・拠点病院の機能強化
・小児がん，希少がん及び難治性がん対策の推進
・がん医療連携をより一層推進
医療内容の充実
・手術・放射線・薬物療法や病理診断，施設緩
和ケアの充実など
在宅療養支援
・在宅緩和ケアの拠点づくりや在宅緩和ケアを提
供する医師の負担を軽減する取組の推進など

脳卒中

重層的な連携による支援体制の構築
・精神疾患への正しい知識の普及・啓発による発
症予防，早期受診・治療・回復
・障害保健福祉圏ごとに保健・医療・福祉関係者
による協議の場の設置
長期入院精神障害者の地域生活への移行
・入院需要（患者数）及び地域移行に伴う基盤整
備量（利用者数）の目標に基づく精神保健・医療・
福祉体制の基盤整備の推進など
医療機関の役割分担の整理と連携体制の強化
・多様な精神疾患（統合失調症，うつ病，認知症，児童・
思春期精神疾患，発達障害，依存症など）ごとの
医療提供体制，災害時の医療提供体制の強化

精神疾患

予防，発症時の速やかな救命処置と搬送
・危険因子の早期発見や生活習慣の改善による発症予防
・初期症状に気づくための啓発活動や一般市民に
よる救急蘇生の普及啓発
・プレホスピタルケアの充実
速やかな専門的診療，リハビリテーション
・広島大学心不全センターを中心とした，急性期
～回復期～維持期の連携体制構築
・多職種チームの介入による多面的・包括的な疾
病管理など
在宅療養の体制整備
・心不全患者在宅支援施設の設置と地域心臓いき
いきセンターとの連携

心筋 塞等の心血管疾患

特定健康診査，フォローアップ体制の充実
・ひろしまヘルスケアポイントの特典などインセン
ティブ対策による受診率向上
・ひろしま健康づくり県民運動の推進など
重症化予防の取組の推進
・継続治療の重要性に対する啓発
・糖尿病性腎症重症化予防事業の普及啓発
・専門的な療養指導を行う人材の育成
医療機能の明確化と連携体制の構築
・初期・安定期，教育，専門，急性増悪時，慢
性合併症の各医療機能を担う医療機関の明確化
と連携
・歯周病との関連による歯科受診の勧奨

糖尿病

が ん



適切な病院前救護活動
・救急医療への理解と適正受診の促進
・AEDの普及・啓発
傷病者の円滑な搬送と受入体制の確保
・メディカルコントロール体制の充実強化
・救急医療情報ネットワークの機能強化
・ドクターヘリの運航など
重症度・緊急度に応じた医療提供
・初期，二次及び三次の救急医療体制の維持・
確保
療養の場への円滑な移行
・医療と介護の連携による発症から在宅復帰まで
の連携体制の構築

救急医療
医療救護活動体制の強化
・訓練・研修，会議等を通じた関係機関との連携，
マニュアル等の見直しによる災害時の対応能力を
確保
災害拠点病院等の体制強化
・業務継続計画（BCP）の整備と訓練・研修
・ＤＭＡＴ等の養成・強化
公的支援と精神科病院等の体制強化
・公的救出・援助活動と連携した精神科病院間の
相互支援体制の整備など
その他
・広域医療搬送等の体制強化や圏域における災害
対応の強化

災害時における医療

へき地医療支援体制の維持・強化
・拠点病院への支援と，拠点病院間での機能分担
による相互連携体制の構築
・支援病院指定制度の創設
・へき地診療所への支援
・県北部地域移動診療車や瀬戸内海巡回診療船
の運営支援など
医師等医療従事者の確保・育成
・自治医科大学，広島大学ふるさと枠等による医
師の育成・配置など
へき地医療対策の推進体制
・医療活動と人材確保・育成の一体的推進
・市町の取組への支援，住民への啓発

へき地の医療
産婦人科医，小児科医，助産師等の確保
・大学地域枠による医師の育成と魅力ある専門医
研修プログラムによる確保・育成
・女性医師等への就業支援
・修学資金貸与による助産師確保や助産師出向支
援導入事業等による実践能力向上
ハイリスク妊娠･分娩の対応体制充実
・周産期母子医療センターの充実とリスクに応じた
受入態勢の強化
新生児医療の充実
・関連診療科との連携による対応の充実
・NICU長期入院児の支援
災害時を見据えた体制整備
・災害時に適切な医療や物資を提供するための
コーディネーター配置など

周産期医療

小児科医の確保と人材育成
・大学地域枠による医師の育成と魅力ある専門医
研修プログラムによる確保・育成
・女性医師等への就業支援など
小児救急医療体制の強化
・初期の救急医療体制強化と二次の救急医療体制
確保
・小児救急医療電話相談事業の実施などによる急
病時の適切な受療行動の促進
災害時を見据えた体制整備
・災害時に適切な医療や物資を提供するための
コーディネーター配置など

小児医療
切れ目のない在宅医療提供体制の構築
・医師の育成，医療機関相互の連携
・市町への支援や関係機関との連携
訪問歯科診療の充実
・広島口腔保健センターの活用による歯科医師・
歯科衛生士の養成など
訪問薬剤管理指導の充実
・在宅医療薬剤師支援センターによる医療・衛生
材料の供給体制の整備など
訪問看護の充実
・空白地域における体制の構築
・多様な利用者への対応
ACPの普及促進や在宅医療の
情報提供

在宅医療と介護等の連携体制



病床の機能の分化及び連携の促進
・地域医療構想調整会議における医療機関相互の
協議を通じた医療機関の自主的な取組を促進
・不足が見込まれる回復期病床への転換を支援
・市町との連携による療養病床の介護医療院等へ
の円滑な転換を支援
・地域医療連携推進法人の設立や取組への支援
ＩＣＴの活用による医療・介護連携体制の整備
・医療機関のひろしま医療情報ネットワーク（ＨＭ
ネット）への参加促進

地域医療構想の取組
医師の確保・育成
・広島県地域医療支援センターを中心とした広島
大学ふるさと枠等の配置調整などによる医師の偏
在解消・適正配置に向けた取組
・初期臨床研修医の効果的な誘致と確保
看護職員の確保・育成
・看護職員養成体制の充実・強化
・ライフステージに応じた離職防止及び再就業促進
・専門医療等への対応や支援
介護職員の確保・育成
・「魅力ある職場宣言ひろしま」の登録促進など職
場改善等の取組支援・外国人材の受入への対応
や支援など

医師・看護職員等の確保・育成






